
令和３年度全国学力・学習状況調査について
令和３年１１月１２日 大仙市教育委員会

令和３年度 実施状況
１ 実施目的 児童生徒の学力維持向上及び学習状況の把握
２ 実施学年 小学校６年生、中学校３年生
３ 実施教科 国語、算数・数学
４ 調査内容 ①教科に関する調査（国語、算数・数学）

知識・技能等に関する問題と活用する力等に関する問題
②生活習慣や学習環境に関する質問紙調査
・児童生徒に対する調査 ・学校に対する調査

５ 実施方式 悉皆調査
６ 実施期日 令和３年５月２７日（木）
７ 調査対象 全国（国公私立）小学校 19,280校 （実施率 98.7％）

秋田県公立小学校 19,182校 （実施率 99.5％）
全国（国公私立）中学校 10,316校 （実施率 93.8％）
秋田県公立中学校 10,111校 （実施率 98.2％）

Ⅰ 教科に関する調査結果（正答率比較）

○小・中学校ともに、全ての教科が、本県の平均正答率と同程度か上回っていることから、良好な状況にあ
るが、内容別、観点別、問題形式別等にみると課題もみられる。

〈教科に関する調査について〉
○小学校
・国語…領域別に全国、県の平均正答率と比較すると、「書くこと」「言葉の特徴や使い方に関する事項」

については上回っているが、「読むこと」が県平均をやや下回っている。
・算数…同様に比較すると、「図形」「測定」はともに県平均を下回っている。また、問題形式別に比較す

ると、記述式問題については、県平均をやや下回っている。

○中学校
・国語…領域別に全国、県の平均正答率と比較すると、すべての事項において上回っており、良好な状況に

あると捉えられる。
・数学…同様に比較すると、「資料の活用」については上回っているが、「数と式」「図形」はともに県平均

を下回っている。

今年度も基礎的な知識・技能と知識・技能の活用を一体的に問う問題により調査が行われた。また、令和
２年度から小学校において新学習指導要領が実施されたことに伴い、小学校における学習指導要領の内容や
領域、評価の観点が変更された。市教育委員会としては、課題が見られた算数・数学について、改めて分析、
フォローアップシートの作成と配信を行い、指導の充実と改善に努める予定である。特に「図形」の領域に
ついては小・中学校ともに県平均を下回り、小学校においては全国平均を下回っている。図形を構成する要
素（辺や角など）に着目して必要な情報を選び出したり、いつでも成り立つ性質を見い出したりして、自分
の言葉で表現する活動を充実していく必要がある。
今後も、基盤となる学習環境等を様々な面から支えていく施策や、授業を核とした学びの深まり・広がり

を進める施策等を積極的に推進し、確かな学力による探究する子どもの育成をめざして、各学校の取組を支
援していきたい。
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Ⅱ 児童生徒質問紙（主な項目の全国、本県との比較）

児童生徒質問紙より（主な特徴） ※○ :成果 ● :課題

Ⅲ 学校質問紙（主な項目の全国、本県との比較）

学校質問紙より（主な特徴） ※○ :成果 ● :課題

○ ① 自己 肯定 感、 ②夢 や 目標 をも つこ と 、③挑戦 心、④ 達成感 等に係 る項目 では、 引き続 き良好 な状

況 にあ る。 また 、新 規 項目 であ る⑤ 自 己表現に ついて も、小 ・中学 校とも に秋田 県平均 を上回 って

い る。 お互 いを 認め 合 う学 習環 境の 中 で、児童 生徒が 目標に 向かい 主体的 に学ん でいる ことの 成果

と捉えられる。

● 地 域行 事へ の参 加に 係 る項 目で は、 小 学校にお いて秋 田県平 均を下 回って いる。 中学校 では大 きく

上 回っ てい るも のの 、 アフ ター コロ ナ に向けて 、特に 小学校 では地 域連携 の再構 築が課 題であ る。

● Ｉ ＣＴ を活 用し た学 習 状況 や家 庭に お けるＩＣ Ｔ活用 に係る 項目で は、秋 田県平 均を上 回って いる

項 目も ある が、 全国 平 均と 比較 する と 大きく下 回って いる。 今年度 より大 仙市Ｇ ＩＧＡ スクー ル推

進 が本 格的 に動 き出 し てい るこ とか ら 、個別最 適な学 びや協 働的な 学びの 実現に 向けて 、より 積極

的な活用を推進していく必要がある。

○ 新 型コ ロナ ウイ ルス 感 染症 の影 響に 係 る項目で は、休 校中の 学習に 不安を 感じた 児童生 徒の割 合が

高 い中 、計 画的 な学 習 や規 則正 しい 生 活が実施 されて いる。 大仙教 育メソ ッドに 基づい た学校 と家

庭・地域との連携による成果と捉えられる。

● Ｉ ＣＴ を活 用し た学 習 状況 に係 る項 目 では、ほ とんど の項目 で全国 平均や 秋田県 平均を 下回っ てい

る 。Ｇ ＩＧ Ａス クー ル 推進 によ り、 積 極的なタ ブレッ ト端末 活用の 推進及 び各学 校にお ける取 組事

例 の情 報共 有な ど、 組 織的 な取 組の 充 実を図る 必要が ある。 また、 研修の 充実や 外部人 材を含 めた

人的な支援等、課題を明らかにして取組を推進する必要がある。

○ 小 中 連 携 や 家 庭 ・ 地 域 と の 連 携 に 係 る 項 目 で は 、 引 き 続 き 良 好 な 状 況 に あ る 。「 新 た な 生 活 様 式 」

の 中で 、こ れま でと は 違っ た連 携の 形 を模索し ながら 、地域 活性化 に寄与 できる 子ども の育成 に向

けて新たな取組を進めていきたい。

● 保 護者 や地 域の 方の 学 校運 営へ の参 加 に係る項 目では 、小学 校では 秋田県 平均を 下回り 、中学 校で

は 同程 度で あっ た。 令 和元 年度 調査 で はすべて の学校 が肯定 的な回 答であ ったが 、今年 度は新 型コ

ロナウイルス感染症予防対策として取組の中止または制限があった影響と推測される。


